
１　学習の到達目標

２　学習の計画

『捨てない女』

『過剰性と稀少性』

『俳句』

期末考査

・既習事項なども振り返りながら，情報を重要度や
抽象度などによって階層化して整理する方法につ
いて理解を深め使う。
・抽象的な文章の読解を通して，文章の構成や論
理の展開，表現の仕方について，書き手の意図と
の関係において多面的・多角的な視点から評価
する。
・俳句の解釈を通して，我が国の言語文化の特質
について理解を深める。
・俳句の表現を適切に捉え，作品の内容や解釈を
踏まえ，人間，社会，自然などに対するものの見
方，感じ方，考え方を深める。

第７章　記号がつくる世
界
抽象性の高い文章を整
理し，理解する力を高め
る

第６章　詩歌という隣人
詩や俳句から作者の思
いを受け止める12 ワークシート分析

定期考査

【二学期】
・論証したり学術的な学
習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の
量を増し，文章の中で
使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにす
る。
・文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理
の展開などを的確に捉
え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握する。
・人間，社会，自然など
について，文章の内容
や解釈を多様な論点や
異なる価値観と結び付
けて，新たな観点から
自分の考えを深める。
・文学的な文章における
文体の特徴や修辞など
の表現の技法につい
て，体系的に理解し使
う。
・文学的な文章を読むこ
とを通して，我が国の言
語文化の特質について
理解を深める。
・文章の構成や展開，
表現の仕方を踏まえ，
解釈の多様性について
考察する。

小テスト・発問評価

定期考査

ワークシート分析

定期考査

定期考査

小テスト・発問評価

中間考査

ワークシート分析

10

11 小テスト・発問評価

小テスト・発問評価

ワークシート分析

定期考査

『何のための「自由」
か』

・戦時中の美という時代背景を踏まえ，新たな考
えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深める。
・筆者の主張を読み取り，人間，社会，自然などに
ついて，文章の内容や解釈を多様な論点や異な
る価値観と結び付けて，新たな観点から自分の考
えを深める。
・比喩を適切に捉え，言葉には，想像や心情を豊
かにする働きがあることを理解する。
・鞄と比較するなどして，文体の特徴や効果につ
いて考察する。
・登場人物の姿をおさえながら，作品の内容や解
釈を踏まえ，人間，社会，自然などに対するもの
の見方，感じ方，考え方を深める。

・自由のあり方について思考を深めながら，主張
を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討
し，文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内
容を解釈する。
・筆者の論拠をおさえながら，文や文章の効果的
な組立て方や接続の仕方について理解を深め
る。

第５章　「当たり前」を疑
う
既成概念を覆す創造的
な思考を身につける

第１０章　日常の裂け目
現実と非現実とをつなぐ
小説の深みを理解する

第６章　「近代」を再読
する
異なる時代の先見的文
章から現代を考える

『日本文化私観』 小テスト・発問評価

ワークシート分析

小テスト・発問評価

ワークシート分析

定期考査

・比喩を適切に捉え，文学的な文章における
文体の特徴や修辞などの表現の技法につい
て，体系的に理解し使う。
・鞄の意味を基に，文章の構成や展開，表現
の仕方を踏まえ，解釈の多様性について考
察する。

第２章　交差するドラマ
異質な価値観のぶつか
り合いを読み解く

『鞄』

・立身出世の理解を深めるなど，新たな考えの構
築に資する読書の意義と効用について理解を深
める。
・生と物語ることについて考えを深めながら，人
間，社会，自然などについて，文章の内容や解釈
を多様な論点や異なる価値観と結び付けて，新た
な観点から自分の考えを深める。

・哀悼の意を理解するため，情景の豊かさや心情
の機微を表す語句の量を増し，文章の中で使うこ
とを通して，語感を磨き語彙を豊かにする。
・詩の内容や構成，展開，描写の仕方などを的確
に捉える。

第２章　交差するドラマ
異質な価値観のぶつか
り合いを読み解く

第４章　語りと世界
ことばによって語るとい
う行為の意味を捉える

第８章　調べとリズム
選び抜かれたことば
の，洗練されたリズムを
味わう

『物語としての自己』

『永訣の朝』 小テスト・発問評価

小テスト・発問評価

定期考査

定期考査

ワークシート分析

定期考査

中間考査
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期末考査

ワークシート分析

【一学期】
・言葉には，言葉そのも
のを認識したり説明した
りすることを可能にする
働きがあることを理解す
る。
・論証したり学術的な学
習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の
量を増し，文章の中で
使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにす
る。
・文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理
の展開などを的確に捉
え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握する。
・言葉には，想像や心
情を豊かにする働きが
あることを理解する。
・文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，展開，
描写の仕方などを的確
に捉える。

ワークシート分析

7

6 ワークシート分析

第２章　交差するドラマ
異質な価値観のぶつか
り合いを読み解く

・内容の理解を基に，言葉には，想像や心情を豊
かにする働きがあることを理解する。
・時代背景を学び，作品に表れているものの見
方，感じ方，考え方を捉えるとともに，作品が成立
した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，作品
の解釈を深める。

小テスト・発問評価

令和８年度　国語科「現代文研究B」シラバス　

単位数 ４単位 学科・学年・学級 ３学年３～８組

教科書
「論理国語」（筑摩書房）
「文学国語」（筑摩書房）

副教材等

「現代文キーワード読解」（Z会）、
「新訂総合国語便覧」（第一学習社）、

「グランステップ現代文」（尚文出版）、
「完成文学史ノート」（啓隆社）

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）生涯にわたる社会生活および実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深めることができる
ようにする。
（２）論理的，批判的に考える力を伸ばしたり，深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの
中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
（３）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

月 育成する資質・能力 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価材料

定期考査

5

4

小テスト・発問評価

『舞姫』

『舞姫』

・擬古文を通して，文学的な文章における文
体の特徴や修辞などの表現の技法につい
て，体系的に理解し使う。
・場面設定をおさえながら，文章の種類を踏
まえて，内容や構成，展開，描写の仕方など
を的確に捉える。
・既習事項の小説など，他の作品と比較する
などして，文体の特徴や効果について考察
する。
・登場人物の心情を読み取りながら，作品の
内容や解釈を踏まえ，　人間，社会，自然な
どに対するものの見方，感じ方，考え方を深
める。



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

定期考査，課題テスト，小テスト，提出物などを総合的に評価します。

授業内考査

2

3

1 問題演習プリント

「現代文研究B」では，「論理国語」と「文学国語」のそれぞれの領域から，共通テスト対策として必要な力を伸ばすことを主眼としながらも，生涯必要と
なる国語力を教養として身に付けることを目標としています。共通テストでは出題範囲とは明記されていませんが，共通テストのためだけに国語を学
ぶのではなく，日本で生活する者の教養として学問の領域よりも一段階高い次元での力の育成を目指していることを理解しておきましょう。さらに，
「現代文研究Ｂ」という科目は，本校の特別設定科目であるため，直接的に入試の出題科目として目にすることはありません。しかし，その科目を特
別に設定するのには，入試や生涯に対する特別な思いから設定されていることを理解し，即物的な効果だけを求めるのではなく，長期的な視野を
持って受講してください。日本語を扱う者として，「受験に必要ない科目だから」，「勉強しなくても国語はある程度できるから」というのは幻想です。ま
やかしに騙されることなく，言葉での交流をはかる者として，その根幹をなす力の育成に励み続けてください。文章から読み取れる，「誤り」や「想像」
ではない，「根拠のある言外の意味」を適切に読み取れるようになるときには，自身の生涯の思考力も向上しているはずです。これからの人生をより
豊かなものにするために，「受験をゴールにすることなく」国語に向き合う姿勢をもって楽しく力を養っていきましょう。

知識・技能

生涯にわたる社会生活および実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の
言語文化に対する理解を深めることができる。
〈論理国語領域〉
・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解するこ
とができる。
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し，文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができる。
・文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など，文章の構成や展開の仕方について理
解を深めることができる。
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め使うことができ
る。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができる。
〈文学国語領域〉
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きがあることを理解することができる。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙
を豊かにすることができる。
・文学的な文章における文体の特徴や修辞などの表現の技法について，体系的に理解し使うことが
できる。
・文学的な文章を読むことを通して，我が国の言語文化の特質について理解を深めることができる。

思考・判断・表現

論理的，批判的に考える力を伸ばしたり，深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに，
創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり
深めたりすることができる。
〈論理国語領域〉
【読む能力】
・文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしながら要旨
を把握することができる。
・文章の種類を踏まえて，資料との関係を把握し，内容や構成を的確に捉えることができる。
・主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し，文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して
内容を解釈することができる。
・文章の構成や論理の展開，表現の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・多角的
な視点から評価することができる。
・人間，社会，自然などについて，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて，
新たな観点から自分の考えを深めることができる。
〈文学国語領域〉
【読む能力】
・文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開，描写の仕方などを的確に捉えることができる。
・語り手の視点や場面の設定の仕方，表現の特色について評価することを通して，内容を解釈する
ことができる。
・他の作品と比較するなどして，文体の特徴や効果について考察することができる。
・文章の構成や展開，表現の仕方を踏まえ，解釈の多様性について考察することができる。
・作品に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉えるとともに，作品が成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえ，作品の解釈を深めることができる。
・作品の内容や解釈を踏まえ，人間，社会，自然などに対するものの見方，感じ方，考え方を深める
ことができる。

主体的に学習に取り組む態度
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国
の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとしている。

【三学期】
・文章の種類に基づく効果
的な段落の構造や論の形
式など，文章の構成や展
開の仕方について理解を
深める。
・文章の種類を踏まえて，
内容や構成，論理の展開
などを的確に捉え，論点を
明確にしながら要旨を把
握する。
・文章の種類を踏まえて，
資料との関係を把握し，内
容や構成を的確に捉え
る。
・文章の種類を踏まえて，
内容や構成，展開，描写
の仕方などを的確に捉え
る。
・語り手の視点や場面の
設定の仕方，表現の特色
について評価することを通
して，内容を解釈する。

授業内考査

・文章の種類に基づく効果的な段落の構造
や論の形式など，文章の構成や展開の仕方
について理解を深める。
・文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理
の展開などを的確に捉え，論点を明確にしな
がら要旨を把握する。
・文章の種類を踏まえて，資料との関係を把
握し，内容や構成を的確に捉える。
・文章の種類を踏まえて，内容や構成，展
開，描写の仕方などを的確に捉える。
・語り手の視点や場面の設定の仕方，表現
の特色について評価することを通して，内容
を解釈する。

問題演習問題演習

授業内考査

授業内考査 授業内考査②

授業内考査①


